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い
ま
す
が
、
市
で
は
引
き
続
き
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
、
マ
ス
ク
、
濡

れ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
お
尻
ふ
き
の
５
品
目
に
つ
い
て
市
役
所
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
で
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

市
か
ら
の
義
援
金
等

　

先
の
３
月
市
議
会
定
例
会
で
補
正
予
算
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
市
か

ら
被
災
地
へ
の
義
援
金
１
０
０
０
万
円
と
、
友
好
都
市
の
茨
城
県
筑
西

市
へ
災
害
見
舞
金
と
し
て
30
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
梁
市
議
会
で
は
、
被
災
地
へ
義
援
金
30
万
円
、
同
じ
く
筑

西
市
議
会
へ
５
万
円
の
見
舞
金
を
贈
り
ま
し
た
。

被
災
者
の
受
入
れ
支
援
に
つ
い
て

　

住
宅
等
の
支
援

①
住
宅
の
提
供
…
一
年
間
の
家
賃
を
免
除
し
ま
す
。

　

�

市
営
住
宅
23
戸
、
民
間
住
宅
10
戸
程
度
、
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
10
戸
程

度
、
雇
用
促
進
住
宅
約
60
戸
。

　

�

受
け
入
れ
住
宅
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
対

応
し
ま
す
。

②�

移
動
支
援
…
移
動
に
係
る
電

車
賃
等
の
経
費
を
助
成
し
ま

す
。
実
費
全
額
補
助

　

生
活
等
の
支
援

①�

生
活
支
度
金
の
支
給
…
一
人

当
た
り
３
万
円
を
上
限
に
支

給
②�

生
活
衣
料
品
の
支
援
…
必
要

な
物
資
を
で
き
る
限
り
提
供

し
ま
す
。

③�

農
作
物
の
提
供
…
米
一
年
分

を
無
償
提
供
。

　

ま
た
、
３
月
18
日
に
は
、

被
災
さ
れ
た
方
へ
生
命
の
源

で
あ
る
「
水
」
を
配
給
す
る

た
め
、
上
下
水
道
課
職
員
２

名
を
仙
台
市
へ
派
遣
し
、
３

月
25
日
ま
で
従
事
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
11
日
か
ら

は
被
災
者
の
健
康
相
談
等
の

業
務
の
た
め
保
健
師
１
名
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
地
の
復
旧
が

進
む
に
連
れ
、
看
護
師
の
派

遣
や
清
掃
活
動
を
す
る
職
員

の
派
遣
、
窓
口
業
務
を
は
じ
め
と
す
る
役
所
等
の
行
政
機
能
の
回
復
と
維

持
の
た
め
の
職
員
の
派
遣
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
う
し

た
人
的
支
援
も
進
め
て
い
ま
す
。

義
援
金
、
救
援
物
資
の
受
付

　

す
で
に
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
大
変
多
く
の
義
援
金
、
救
援
物
資
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
役
所
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
、
各
支
所
で
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

義
援
金
の
総
額　

２
０
１
８
万
９
２
５
０
円
（
４
月
８
日
現
在
）

　

ま
た
、
救
援
物
資
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
で
は
受
付
を
中
止
し
て

　

去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大

震
災
）
に
お
い
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
国
難
と
も
い
う
べ
き
一
大
事
に
当
た
り
、
私
た
ち
高
梁
市
民
も

総
力
を
挙
げ
て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
高
梁
市
で
行
っ
て
い
る
対
応
は
次
の
と
お
り
で
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

職
員
の
派
遣

　

３
月
12
日
に
、
本
市
か

ら
救
急
車
１
台
・
消
防
本

部
職
員
３
名
が
「
緊
急
消

防
援
助
隊
」
と
し
て
参
加

し
、
同
月
14
日
の
早
朝
か

ら
宮
城
県
多
賀
城
市
で
被

災
さ
れ
た
方
の
救
援
業
務

に
従
事
。
３
月
21
日
ま
で

に
、
３
回
の
派
遣
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
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④�

医
療
費
の
助
成
…
18
歳
ま
で
の
医
療
費
は
無
料
。

⑤�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴
料
…
基
本
月
額
が
一
年
間
無
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
月
額
利
用
料
も
一
年
間
無
料
。

⑥�

サ
ポ
ー
ト
体
制
…
市
内
に
あ
る
吉
備
国
際
大
学
の
臨
床
心
理
学
専
攻
教

授
等
の
支
援
の
も
と
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　

就
学
の
支
援

①�

保
育
園
・
幼
稚
園
児
へ
の
支
援
…
園
が
指
定
す
る
支
度
品
の
費
用
を
全

額
支
援
。状
況
に
よ
り
保
育
料
等
に
つ
い
て
も
免
除
又
は
、減
額
し
ま
す
。

保
育
園
９
園
（
内
民
間
２
園
）、
幼
稚
園
13
園

②�

小
・
中
学
生
へ
の
支
援
…
支
度
費
用
を
全
額
支
援
。
教
科
書
等
の
学
用

品
無
償
提
供
、
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
全
額
補
助
し
ま
す
。
小
学
校

20
校
、
中
学
校
７
校

③�

高
校
生
へ
の
支
援
…
支
度
費
用
を
全
額
支
援
。
入
学
金
は
全
額
補
助
、

状
況
に
よ
り
授
業
料
に
つ
い
て
も
免
除
減
額
し
ま
す
。
県
立
普
通
科
１

校
、
県
立
電
気
科
等
１
校
、
市
立
普
通
科
２
校
（
内
定
時
制
１
校
）、
私

立
１
校

④�

学
校
法
人
順
正
学
園
吉
備
国
際
大
学
特
別
優
待
生
へ
の
支
援
…
支
度
費

用
に
つ
い
て
30
万
円
を
上
限
と
し
て
支
給
、
大
学
特
別
優
待
生
の
入
学

金
及
び
授
業
料
は
大
学
が
免
除
し
ま
す
。

　

就
労
の
支
援

　

�　

就
労
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
、
就
職
あ
っ
せ
ん
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
自
営
業
等
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
、
空
き
店
舗
な
ど
の

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
支
援
を
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
今
後
と
も
状
況
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
的
確
に
対
応
し
て

参
り
ま
す
の
で
ど
う
か
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
�
０
２
８
１
）

東
日
本
大
震
災
へ
の
高
梁
市
の
対
応
状
況


